
令和４年度 科目「工業情報数理」シラバス 
 

              沖縄県立那覇工業高等学校 電気科 
 

 教 科  工 業  学科名  電 気 科  科目名  工業情報数理  １学年  ２単位    必・選 

 教科書  工業情報数理 

 （実教出版） 

 教材等 
３級パソコン利用技術検定 

３級情報技術検定試験標準問題集 

 
 

 １ 科目の目標  

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分

野における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。 

 

 ２ 授業の進め方  

 １）生徒の理解度に応じたきめの細かい授業を行う。必要に応じてコンピュータ実習室で実習を

行いながら理解を深めます。 

 

 ２）教科書・標準問題集にそって授業を進め、基礎的事項の理解が容易にできるように内容を丁
寧に説明していきます。 

 

 ３）学習事項の理解を深めるために、例題・演習問題を随時おこないます。 

 

 ※ 学習活動のポイント 

 ①ホームルーム教室だけではなく、コンピュータ実習室で授業を行うこともあります。 

 

 ②繰り返し復習できるようにプリントはしっかりとファイルに綴ってください。 

 

３ 評価の観点・方法について  

評価の観点 内     容 評  価  方  法 

主体的に取
り組む態度 
 

①学んだ内容を書き残す。 
②学んだ内容を考えようとする。 
③授業に対して意欲的取り組み、主体的に学ぶ姿

 勢が見られるか。 

学習用具 
授業態度 
ワークシート 
 

思考・判断・
表現 
 

①ワークシートに要点を正確にまとめている。 
②授業中に発表を行い、授業に参加している。 
③演習問題を正しく解くことができる。 

ワークシート 

知識・理解 
 
 

①知識問題を正しく解くことができる。 
②計算問題の正解を示すことができる。 

筆記試験 
筆記試験 

  
 



授業計画                                                       
 ※２単位（７０時間） 

学 

期 
月 

時 

数 
単 元 名 学 習 内 容 

備考（学習のねらい、 

学習活動の特記事項等） 

主な行事 

・評価等  

１ 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

４ 

 

 

６ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

第１章 産業社会と情報技術 

 

 

第２章 コンピュータの基本 

 

 

 

 

第３章 プログラミングの基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 BASICによるプログラミン

グ 

 

 

・コンピュータの基本構成につい

て。 

 

・コンピュータの正しい利用手続

き、キーボードやマウスの基本的

な操作について。 

 

 

・プログラム言語の種類につい

て。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BASIC の特徴、簡単なプロ

グラム作成について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて、コンピュータ実習室で

プログラミングを行う。 

ワークシー

トは毎時提

出 
 
授業態度 
 
プリント 
提出 
 
小テスト 
 
定期 

テスト 

２ 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

６ 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

６ 

第５章 Cによるプログラミング 

 

 

 

 

第６章 ハードウェア 

 

 

第７章 コンピュータネットワーク 

 

 

・簡単なプログラムによってCの特

徴について。 

 

 

 
 

・コンピュータで用いるデー

タの表し方について。 

 

・コンピュータネットワークを

利用したデータ通信の利点

について。 

 

必要に応じて、コンピュータ実習室で

プログラミングを行う。 

ワークシー

トは 
毎時提出 

 
授業態度 

 
プリント 
提出 

 
小テスト 

 
定期 

テスト 

３ 

1 

 

2 

 

 

 

 

3 

６ 

 

８ 

 

 

 

 

４ 

第８章 コンピュータ制御 

 

第９章 情報技術の活用 

 

 

第10章 数理処理 

・コンピュータ制御の考え方につ

いて。 

・マルチメディアの概要と情報の

ディジタル化などについて。 

 

・量の名称・量記号・単位(SI)につ

いて。 

必要に応じて、コンピュータ実習室で

プログラミングを行う。 
ワークシー

トは 
毎時提出 

 
授業態度 

 
プリント 
提出 

 
小テスト 
定期 

テスト 

 


